
認知症予防のためのリスク検査

MCIスクリーニング検査

< MCI（軽度認知障害）とは︖>

 MCI (軽度認知障害)とは、日常生活には支障がないけれども、微細な認知機能の低下が認められる状態です。
 MCI（軽度認知障害）の状態を放置してしまうことで、アルツハイマー病に移⾏するリスクが⾼まります。

MCI（軽度認知障害）は、認知症予防のキーワード

健常 MCI アルツハイマー病

検査価格※ 食事の影響はありません。
※認知症と診断されている方は対象外となります。

< 5人に1人が認知症になる︖>

2025年、65歳以上の⾼齢者のうち認知症の人は約
700万人（5人に1人）に増加すると予測されていま
す。さらに認知症予備軍と言われている軽度認知障害
（MCI）の人は認知症の人と同数程度いるともいわれ
ており、認知症対策は緊急の社会課題と言えます。

現在、認知症は症状の進⾏を⼀定期間防ぐ薬はある
ものの、根本的な治療薬は未だ開発中です。

⼤切なのは発症後の治療ではなく、発症前の予防で
す。認知症は、なる前に予防しましょう︕
※出展︓厚生労働省 認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）

19,800円（税込）

公⽴甲賀病院 健診センター
【検査に関するご不明点はこちら】

NKメディコ株式会社
☎0120-39-5119

【検査のご予約はこちら】
☎0748-65-1612

(受付時間︓10時〜17時15分)

〒528-0074
滋賀県甲賀市水口町松尾1256番地



< 報告書サンプル>

判定結果はリスクに応じてA〜Dの4段階にて報
告致します。受診後の認知症予防のため取り組み
を解説した別冊資料も提供させていただきます。

【報告レポート】

【別冊資料】

< 検査の受診に関して>

■判定結果に影響を与える可能性がある疾患について
本検査において影響を受ける可能性のある病気は、急性障害、急性腎障害、自己免疫性腎疾患などの自己免疫性
疾患（急性期）、重度の栄養不良などが考えられます。補体タンパク質（C3）の活性化がおきる疾患では本検査
の判定結果に影響を与える可能性があります。トランスサイレチン（TTR）は栄養状態で変動します。極端なダ
イエットなどでは本検査の判定結果に影響を与える可能性があります。

■検査を受ける頻度
検査結果により必要な頻度は異なります。Ａ判定の方は隔年での検査、Ｂ判定の方は年１回、Ｃ判定が出た
ら半年〜１年ごとの定期検診をおすすめします。Ｄ判定の場合は⼆次検査を受けていただいくことをおすす
めしますが、⼆次検査で問題なかった方でも以降は１年に１回の定期検診をおすすめします。

MCIスクリーニング検査で早期に認知症のリスクを知り、
適切な対処・予防を⾏うことで、認知症の予防が可能になります。

アルツハイマー病はアミロイドベータペプ
チドが脳内に蓄積されて神経細胞がダメージ
を受けることで発症するといわれています。

本検査では、このアミロイドベータペプチ
ドを排除する機能を持った３つのタンパク質
の⾎中濃度を調べることでアミロイドベータ
ペプチドへの「防御⼒」を算定し、間接的に
軽度認知障害のリスクを評価しています。

< MCIスクリーニング検査とは︖>


